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1919年 、教育省次官補 のオ ッ トー ・グ レッケル
(OttoGlockel,1874-1934)が 指導 者 と して着手
した学校改革 は、大別 して3つ に区分 される。第
一にフォルクスシュー レの レーアプ ラン改革、第
二 に統一学校 の提唱 による教育制度改革、第三 に
教員養成改革であ る。 この中で も、第一 の レーア
プラ ン改革 は、教育実践 において大 きな成功を収
めた とされて いる。 その レーア プラ ンは 「子 ども
か らの教育」 を最大 の 目的 とし、 自己活動、郷 土
化、合科教授 とい う3つ の原則 か ら構 成 された、
子ど もの経験 を重視 した新 しい教育 のあ り方を示
す ものであ った1。
この改革 の成功 を支 えた ものと して、教員 の存
在は見逃す ことので きない要因で あろ う。 グ レッ
ケルの改革理念 を理解 し、それ を実践 において反
映す ることがで きるの は、教員を おいてほかには
ない。 つ まり、 この新 しい教育を理解す る教員 を
養成す ることが、 この学 校改革の もうひとっの重
要な側 面だ ったのであ る。
そ こで本 稿で は、 この教員養成 改革 に焦点を当
てて検討 す る。その中で も特に、フォルクスシュー
レの教 員養成 にっいて、 そのカ リキ ュラムの視点
か ら明 らかに してい きたい。教員養成 改革 は、制
度改革 であ った と同時 に、学校改革 の理念、教育









































の側面 を考 えて いた。彼 の言葉を直接引用すれば、
第一 に 「包括的 で、深 い一般陶冶」、 第二 に 「専
門 において は多面的 に精通」 して いる ことが教員
養成 には必要 なので ある6。 そ して この理念 に基
づ いて、 グ レ ッケ ル は、 教 員養 成(Lehrerbild-
ung)お よび現職教育(Lehrerfortbildung)と い
うふ たっの側面か ら、教員養成改革 の具体化 に乗
り出 した。
このグ レッケルの教員養成 に対 する理念 を踏 ま
え、次章か らは彼 の理念 が、教員養成 および現職
教育 の改革 にどのよ うに実現 されよ うとしたのか
を、制度お よびカ リキュ ラム とい う視点か ら見 て
い くことに しよ う。
(2)先 行研究 と本稿 の課題
グ レッケルの教員養成 に対す る理念 を受 け、教
育省時代か らウ ィー ン市教育庁時代 まで、一貫 し
て彼 を支 え、 この改革 に従事 したのが、 ヴ ィク ト
ア ・ファ ドゥルス(ViktorFadrus,18844964)
であ る。彼 は初等教育 お よび中等教育 の制度 改革
に携 わ りなが ら、一方 で は教員養成改革全般 の責
任者 として活躍 した。
現在 では、 この ファ ドゥルスの功績 をま とめた
ものに、 ヴ ァイ ンヘ ウプ ル(WilhelmWeinhau-
p1)の 研究が ある。オース トリアの学校改革 をテー
マにす る研究 において、 ほとんどが教員養成改革
にっ いては枠組 みを述 べ るに とどま ってい るのに
対 して、彼 は ファ ドゥル スの功績 の中心 のひ とっ
と して、彼 の改革前 か らの教員養成改革 を詳細 に
検討 している。
日本 にお いては、手塚 甫の研究 が挙 げ られ る。
政治 史の視点 か ら、 グレ ッケルの学校改革 をその
前史 に まで遡 り、彼 が改革に至 った経緯 について
論及 してい る7。
本稿 では、 グレッケルの教員養成改革 の特徴 を
カ リキ ュラムの視点 か ら明 らかにす ることを課題
とす るものであ るが、 その成果 を より深 くとらえ
るため、 これ らの研究 も参考 に した。 なお、本稿
で扱 う教員養成 改革 の対象 は、 フォル クス シュー
レの教員 に対 す るものに限定 す ることをあ らか じ
め断 ってお く。筆者 の これまでの研究 が、戦間期
オース トリアの フォル クス シュー レにおける学校
改革 に焦点 をあてて きたか らであ る。
2.教 育省 時代 の教 員養成 改革 への取 り組 み
先述 した とお り、 グ レッケルは1919年3月15日
に教育省次官補 として、 ハプ スブルク帝 国崩壊直
後 のオース トリア第一 共和 国における初 の連立政
権 に加 わ った。 この政 権 は、 キ リス ト教社会党 と
彼 の属 する社会民 主党 か らな るものであ る。 しか
し、 この政権 は長 く続かず、およそ19ケ 月で、は
や くも1920年10月22日 には連立 が崩壊 し、野党 と
な った社会民主党 の グレッケル もまた教 育省 を去
る ことにな るQ
そ こで ここで はまず、 グ レッケルの教 育省時代
の取 り組 みを概観 す る。 この短 い在任期 間にもか
かわ らず、彼 の教 員養成改革 の基本 的方 向がここ
に見 出せるか らであ る。
教員養成 の基本 理念 は、 先に も述 べた とお り、
一般 陶冶 と専 門教 育 に深 くかかわ り、学 問的教養
と専 門的教養 を育成 す ることである。 前者 は、哲
学 および教育学 をその内容 と し、後者 は主 に、教
科教育 および教育 方法に関す る内容 を指 す。特に
フォル クス シュー レの教師たちは、 中等教 育を終
了 した段 階で、助教 師の資格を得、 その後2年 間
の見習 い期間 を経 るとされてい た もの の、 「学 問
的な形成 が十分 で はなか った」8。実 際に、 それま
での制度 では、十 分な時間を確保で きない ことか
ら、外 国語 などの一般教養科 目は、 完全に廃止 さ
れていたのであ る。
そ こで、 グレッケル は1919年9月 、 「教員 養成
改変 への指針」(LeitsatzezurNeugestaltungder
Lehrerbildung)を 発表 し、 そ の中で教 員養 成お
よび現職教育 のため に、「多面 的、 徹底 的 な教員
の養成 を、大学 あ るいはそれに準 じた高等教育機
関で行 う」 ことを核 に置いた9。 この指針 で は・
フォル クス シュー レの教員にな るためには最低二
年 間、計4学 期、 ミッテルシューレやホッホシユー
レの教員 は五年 間、計10学 期の養成期 間が設定 さ









































いて、実現 しようとした。 しか しこのグレッケル
の案 は、ホ ッホ シュー レの強い反対 にあった こと
か ら、 実現 され るには至 らなか っだ4。 さ らに、
政党 間の対立、 そ して社会民主党が それに敗れ た
結果、 グ レッケル は志半 ばで、政権 を去 る。 しか
しその後 も、彼 の学校改革 に対す る熱意 は消え る
ことな く、 ウ ィー ンの教育庁 にお いて改革は継 続
された。教員養成 改革 もその例外で はなか った。
3.ウ ィーン市教育庁 にお ける
グ レッケルの教 員養成改革
当時、 ウィー ンはオー ス トリアの中心地であ り、
教員数、生徒数 の大半を 占めてい た こ とか ら15、
ここで の取 り組み は全 オース トリアの教育 を導 く
もの と して、中心的な役割 を果たす意 味を持っ。
志半ばで教育省を退いたグレッケルは、次に 「ウィー
ン市教 育庁」(StadtschulratfurWien)にお い
て、 自らの改革 を継続す ることになる。 この教育
庁 に は二人の庁長 が いた。 ひ とりは言 うまで もな
く、 グレッケル、 そ して もう一人が ウ ィー ン市 長
のカール ・ザイ ッ(Kar1Seitz,1869-1950)であ
る。 ザイ ッはかって グレッケルとと もに教員運 動
に参加 していた仲間 であ り、 この市長 の理解 を得
たか らこそ、 グ レッケルはウ ィー ンにお いて改革
を推 し進 めることがで きたのであ るis。
(1)現 職教育 コースの設置
ウ ィー ン市教育庁 は、 教員養成 改革 を行 うため
の機 関 と して、 「ウ ィー ン市 教育 研究 所」(Das
PadagogischeInstitutderStadtWien)を設 立
した。1923年1月13日 の ことである。 ここの研究
所長 に は、教育 省時代 か らグレッケルの片腕 と し
て改革 に貢献 して きた ファ ドゥルスが着任 した17。
実際 の ところ、 グレッケルの教員養成改革 は、 こ
のウ ィー ン市教育庁 にお いて実現 され たといえ よ
う。
ここでは、 まず現職教育が取 り組 まれた。 その
際、教育省時代 のグ レッケル の考えをそのまま反
映す る形で、教員の一般陶冶および専門教育 に重
点が置かれ ることに変わ りはなか った。
研究所 は、 ウ ィー ン大学 お よび ウィー ンの学校
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関係者 の多数 を招聴す ることに成功 した。 たとえ
ば、心理学 のカール ・ビューラー(KarlBnhler,
1879-1963)、 シャル ロ ッテ ・ビュー ラー(Char-
lo七toBuhier,1893-1974)夫 妻、 個 人心 理学 の始
祖 であるアルフ レッ ド・ア ドラー(AlfredAdler,
1870-1937)、1919年 のオース トリア憲法 の起草者、
ハ ンス ・ケルゼ ン(HansKelsen,1881-1937)な
ど、 当時の オース トリアを代表す る学識者たちが、
グ レッケルの学校改革 に賛同 し、ともに新 しいオー
ス トリアの教育をっ くりだす ことに協力 を惜 しま
なか ったので ある18。
このように、研究所 はその学校改革 に対す る理
解 を大学等 か ら広 く得 ていた。教授学の指導 には、
学校改革を担 った多様な人材が充て られた(表1)。
ここで はウィー ンの学校 改革 の理念 に基づ いた学
校実践の指導に力が注がれた。それ は400近 いウィー
ンの実験学級 が、学校見学、実験授業、模擬授業
の受 け入れ先 とな り19、まさに実 践 的 な教 員養 成
を可能 としたのである。
以下 は1923年1月15日 に始 ま った講義 とその担
当者である。講義お よび実習 はA-Fの6っ の領
域 に分け られ、48の 講義 と、別 に実習が設 け られ
た。 次にあげる講義 の多様性を見れば、一 般陶冶
と専門教育 に、研究所が いか に対応 しようと して
いたか、 その意気込みが わか るだ ろ う。
Dは 、学校実践の ため の再教育 に関す る講 義で
あ る。 これ はあるひとっ の統一的な計 画に基づ い
た、 ウィー ンの実験学級、実験学 校 に訪問す るこ
とによって行 われる。Eは ミッテルシュー レの修
了 資格 を持 たない教員の ための補 完試験 に備 え る,
コースで、試験科 目で ある外国語 と数学 が開講 さ
れてい る。 さ らにFは 専門教育 のた めの講義 で あ
り、先 に も述べ たようにホ ッホシュー レ、 あ るい
は大学 で選択す ることになる。選 択講 義の多様性
は、注 にあげた表4が 参考にな る。表4は 、1925
年 に教員養成 コースが設置 された ときの ものであ
るが、 その多様性 はこの現職教育 コー スか ら引 き
継 がれた もので ある。 このように、研究所 が用意
したカ リキ ュラムは、哲 学か ら教育学、教育方法、
教科教育、 さ らには教 員採用試験 のための講座 な
ど、多岐にわた り、 改革 を前進 させ るためだけで
な く、 当時 の教員 の現状 にあわせた ものにな って
い ることがわか る。 これは、 グレッケルをは じめ、
改革 の指導者 たちの多 くが、教員 の経験 を持 ち、
その現状 を把握 していた ことに起因す る と思 われ
る。
研究所開設 の二年 目、す なわち1923/24年 度に
は、登録者数 は早 くも2820人 にのぼ り、60人 の講
師が80も の講義および実習を開講 した。当時、ウィー
表1.開 講講 座一 覧(A-Cま で)
A.哲 学的 教育 学 の講義 と実 習
児童 の精神 的発 達K.ビ ュー ラー
児童心 理学 実習K.ビ3一 ラー
哲 学基 礎O.エ ヴ ァル ト
社 会学 と歴 史哲 学概 説W.イ ェルサ レム
生 徒 の表現 指導概 説L.バ ッテ ィス タ
労 作教 育学 概説E.ブ ル ガー
B.養 護 教育 の講 義
児 童 お よび青年 の心 理的 障害E.ラ ッェル
聴 覚障 害児 とその学 校教 育 とF.ビ ッフ ェル
家 庭教 育
生 理学 、病 理学 お よび発 声 とE.フ レッ シェル ス
言 語の療 法
円
C,フ ォル ク スシ ュー レおよ び
ブ ルガ ー シ ュー レの 教授学 講 義
一
初 等教 育 の新 しい方 法A.チ イネ ッカー 一
自由作文 の発 達段 階K,リ ンケ ー




郷土 の歴 史教 授実 習E.ヴ ェ イ リッ ヒ
博物 教授F.シ ュ トラ ウス
体操 ダイ ジ ンガー 一
子 ど もの表現 か らの造 形 お よR.ロ ーテ
び描 写
自然な書 き方教授A.レ グ リュー ン
図画教 師 の理論 的 実践 的形 成O.ラ イナ ー 一
身体 教育K.ガ ウル ホー フ アニ
音楽 教授H.エ ンデ ルス ノ
(HermannSchnell,IDOJ¢hrePod¢gogischesInstitntder
StadtWien,Jugend&Volk,1968,S.82-84を参 考 に 筆 者 作成・
下 線 は筆 者 。 グ レッ ケ ル の学 校 改 革 に主 と な って 貢 献 し た指 導
者 た ちで あ る。)
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ンの教員数 が7000人 だ った ことを考 える と、半数
近 くが この改革 を支持 していたと考 え られる。 さ
らにその翌年 には、3361人(ウ ィー ンか らの参加
者3003人 、 ウ ィー ン周辺232人 、 新 しく設 置 され
た教員養成 コース126人:こ れ にっ いて は後述)
が登録 され た2°。 これ らの ことは、 グ レ ッケル を
初め、改革 の指導者 たちに、 「教 員 の教育 への意
志」 の強 さ、す なわ ち教員 の多 くが新 しい教育 の
あ り方 を求 めていたのだ ということを改 めて確認
させ た。 これ はまた見方 を変えれ ば、開講講義 の
多様性、専門性 の高 さが、ひ ろ くこれ らの教員 た
ちに受 け入 れ られ た こ とを示 して お り、 これが
「学校改革 の前進」 を意味 する もの として、グレッ
ヶル らを大 いに勇気付 けたと考え られ る2竃。
② 教 員養 成 コー スの設 置
1925年 、 研究所に新たな動 きがあった。それは、
1919年 以来途絶 えていた、教員 の新 しい採用が見
込 まれた ことであ る22。これ を受 け て、1925年7
月17日 、正式 に二年 間、計4学 期制(約130時 間)
のホッホシュー レに準 じた教員養成 コースの設 置
を定 めた、 「ウ ィー ン市教育研究 所 の組織 規約 」
が決定 された23。こう して教員 養成 の本 来 的 な 目
的、す なわち新 しい教員 を新 しい制度、 およびカ
リキュ ラムで養成す る ことが よ うや く可能 にな っ
たのである。
この教員養成 コースで は、原則 として ミッテル
シュー レ修了者、お よびそれ に準 じた教員養成機
関の修了者が入学 を許可 され た。哲学 および専門
に応 じた学問的教育 は、 ホ ッホシュー レにおいて
行 われ、教育実践 は教育庁内付属 の学校 において
行 われ る。 こ う してつ い に、1925年10月12日 、
126人(う ち女性 は65人)の 入学者を迎え、ウィー
ン市教育研究所での教員 養成 コー スの新学期が始
ま ったので ある24。
教員養成 コースの履修時間表、 お よびそれを踏
まえた4学 期制のモデル カ リキ ュラムを以下 にあ
げる。
表2お よび表3か らわか るように、哲学 、社会
学 などを基 本 と した教育学 と、 それを補完す る補





表2,履 修 時間 表
講義 お よ び実 習 時間
哲 学8
古代 哲 学の入 門 を含 む現代 の哲 学 史4
哲 学 入 門(倫 理学 、論 理学、 認 識論、 美学)2
哲 学 ゼ ミナール2
心 理学16
心 理 学概 論2
実 験 心理 学2
青 年 心理 学3
芸 術鑑 賞 と創 作 の心 理 学1
青 年 期 の精神 病理学2
心 理学 ゼ ミナー ル6
補助 教科14
身 体 的発達 、特 に青 年期2
学校 衛 生 と学校 医 の実践1
青 年福 祉1
障 害児 教育 の設 備2
社 会学2
オー ス トリアの一般 市民 法 と州法2






教育 学 ゼ ミナ ール4
現代 教 育制 度、特 に学 校 類型、 世 界大戦 以 来 の3
国内 外 の教育 、現 代 の教育 学 の傾 向
フォル ク スシ ュー レの教育 方法 、教 材研 究25
学 校 実践(見 学 、 実践 、話 し合 い)25
選 択教 科20





wesens,Jugend&Volk,1956,S.124を 参考 に筆者 作成。)
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表3.4学 期 制 に応 じた モデ ルカ リキ ュラム
～1第1セ メス ター 第2セ メ ス ター 第3セ メ ス ター 第4セ メ スター～
哲 学 講 鋤 盟1知識 騰 螺 意識、歴史 灘 讐塁学 舞擁
～
一般心理学 実験心理学 青年心理学 青年の精神病理学
心 理 学 初学者用のための心理論 心理学ゼミナールH心 理学ゼミナール皿
理学実習 芸術鑑賞と創作の心理学一 ～
人間体質学 学校衛生と学校医の実践 オーストリアの政治 オーストリア学技法
補助教科 演説法と学校祭の準備 演説法 芸術鑑賞 国民経済
児童福祉 障害児教育
緯lll鞭 。、 叢 ∵ ル.織 ・ナー 獅
合科教授の理論と実践 教授方法(郷 土・塩活科)数 学、幾何の教授方法 子どもの話す訓練H
初等教授 教授方法(博 物)絵 画と手工 グルントシューレの教授
教育方法 子どもの話す訓練1絵 画と手工 正書法の方法 方法
絵画と手工、音楽教育、 音楽教育 音楽教育 絵画と手工
体操、作業場教授 音楽教育
教育庁内、あるいはウィー 第1セ メスターと同様に 第2セ メスターと同様に 第3セ メスターと同様に
学校実践 鵬 のフオルクスシユー 覗.市 内。さまざ、 蒙臨 欝 福祉施設 灘 姦暮慧 。訪。
な学 校 での教 授実 践 の訪 問
選 択*週6時 間 週6時 間 週6時 間 週6時 間
体 操3時 間、ハイキ ング、 体 操3時 間 、水 泳指 導、 体操3時 間 、冬 の ス ポー 体 操3時 間身 体教 育
冬 の ス ポー ッ ハ イキ ング ッ、 ハ イキ ング
(ViktorFadrus,BeitragezurNeugestaltungdesBildungswesens,Jugend&Volk,1956,5.124を参考 に して筆者作成。)
(*こ れは表4の よ うに、 ホ ッホ シュー レあるいは大学 で自由に選択 す る講義の ことであ る:筆 者注。)
とができる25。
以上の表か らわかるように、 この教員養成 コー
スのカ リキ3ラ ムの特徴 は、履修時間のおよそ半
分が教育学に充てられていることである。具体的
に見 ると、139時 間の履修時間の中で、教育学に





































































1924年10月18日 、教員の 「学問的活 動の前提 およ
び補完」 のた めに、「教育 中央図書館」(padago-
gischeZentralbucherei)が 設立 されたzs。 その規
模 は、教育 に関す る図書 館 としては ヨー ロッパー
の蔵 書を誇 る大 きな ものであ った。1924年 設立 当
初 の蔵 書数25000冊 は、4年 後 に はお よそ130000
冊 に まで増補 された3°。 また開館以 来1929年 ま で
に、143000冊 が73000人 に貸 し出 され た とい う記
録 もあ る31。さ らにこの図書館 で は、 学校 改革 の
ために出版 され ていた教育雑誌 『DieQuelle』 や
『Schulreform』 が 無料 で配布 され 、 また同 じ く
各学校 に も無料 で配布 され た32。これ らのことは、
研究所 のコースに参加で きない教員 に も、学校 改
革 の理念や新 しい教育方法 について広 く理解 を得
よ うと した、 グ レッケルの教 員養成 改革の一環 と






































1レ ー ア プ ラ ン改革 に つ い て は、 拙 稿 「戦 間 期 オ ー
ス ト リアの学 校 改革 一 オ ッ トー ・グ レ ッケル の レー
ア プ ラ ン改革 に 焦点 を あ て て 一 」 「京 都 大 学 大 学 院
教 育 学 研 究科 紀 要』 第49号 、2003年 、pp,220-232を








7そ れ によ れ ば 、 グ レ ッ ケ ル を 学 校 改 革 へ と導 い た
の は、 教 員 の 地 位 を高 め る た あ の 「青 年 教 師 運 動 」
に あ る。 さ ら に、 彼 の受 け た 教 員 養 成 教 育 は 自 由 主
義 に よ る、 子 ど もを 中心 と した 教 育 を 目指 す も の で
あ っ たが、 現 実 の学 校 で は、 教 会 支 配 が 蔓 延 り、 教
員 の教 え る 自由 が ま った く保 障 さ れ て い な か っ た 。
こ の ことが 、 グ レ ッケ ル が 学 校 改 革 に お い て 、 教 員
養 成 改 革 を 重 要 な改革 と位 置 づ け た背 景 と して あ る。
(詳 細 は、 手 塚 甫 「オ ー ス トリア に お け る近 代 小 学 校
教 員 養 成 制度 に関 す る一 考 察 」 『北 里 大 学 一 般 教 育 紀













151922年 当時 、 オ ー ス トリア全 体 の 生 徒 数150万 人 、
教 員 数2万4千 人 に対 して、 ウ ィー ンは 生 徒 数25万
人 、 教 員 数1万5百 人 で あ っ た。(手 塚甫 「オ ッ トー ・
グ レ ッケ ル と教 育 改 革 」 『北 里 大 学 一 般 教 育 紀 要 』 第
7号 、2002年 、P.88。)
16手 塚 、 同 上 論 文 、P.87。
17Weinhaupl,S.129.
18Ebenda,5.130.
ま た この研 究 所 に は、 カ ー ル ・ポパ 一ー(KarlR.
Popper,1902-1994)も ソ ー シ ャル ・ワ ー カ ー と して
1925年 か ら1927年 まで の約3年 間 在 籍 し、 オ ー ス ト
リア の学 校 改 革 に関 与 して い た。 そ の 後 の 彼 の 哲 学
理 論 は、 この 間 に教 え を 受 け た ビ1ラ ー の 影 響 が
大 き い と され て い る。 ま た、 ポ パ ー の 最 大 の 論 敵 で
あ っ た ヴ ィ トゲ ン シaタ イ ン(LudwigWittgen-
stein,1889-1951)も フ ォ ル ク ス シ3レ の小 学 校 教
師 と して 、1920.1926年 の 間 、 この 学 校 改 革 運 動 に関
わ って い た。(青 木 英 実 「1925～1932年 初 期 論 文 に お
け るカ ー ル ・R・ ポ パ ー の思 想 形 成 と 「新 教 育 』 一
初 期 教 育 学 的 諸 論 文 と 「認 識 論 のふ たっ の 根 本 問 題 』
を中 心 に 一 」 『教 育 哲 学 研 究 』 第74号 、1996年 、PP・








25以 下 の 表 は、 教 員 養 成 コ ー ス 開 設 の 初 年 度 、 す な
わ ち1925年 冬 学 期 に、126人 が ホ ッホ シs‐ レで 開 講
・1
された講義、およびその受講人数である。
表4.ホ ッホ シ ュー レお よ び大 学 で の選択 講義 一覧
一
哲 学10人 動 物 学7人一
教 育 学6人 身 体 学126人 
心 理 学30人 植 物 学33人
一 ・
h'イッ語学 ・文学35人 地 質 学3人 
歴 史11人 物 理 学2人 
国 家 学2人 芸 術 史4人 
地 理 学24人 音 楽 学5人 
民 族 学5人 古 典 文 学1人一
世 界 学4人 体 育 教 員 コ ー ス4人 
数 学8人













33現 在 の 教 育 庁 の 活 動 に 関 し て は 、 以 下 のHPを 参 照
の こ と 。http:〃www.magwien.gv,at/ssr/(2003
年3月4日 確認)
(博士後期課程)
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